第２回　光明小学校　学校規模適正化検討委員会　＜報告＞
１　日　時　　　11月8日(火)AM10：00～11：50
２　場　所　　　光明小学校　4階　会議室
３　記　録
（１）あいさつ
（２）前回の協議内容の確認
　　①基本方針の概要説明
　　　ア．基本方針策定に係る背景・経過
　　　イ．適正規模の範囲の設定
　　　ウ．適正化の手法の例示
　　　エ．適正化の進め方
　　
　　②光明小学校の現状
　　　ア．児童数・学級数の推移
　　　イ．推計
　　　ウ．住民基本台帳による歳児別人口
　　　エ．周辺学校の状況
　　　　　良元小学校、末成小学校、高司小学校、末広小学校
（３）協議事項
　　①学校規模と学力の相関関係
　　　【説明】
　　　　全国学力状況調査の結果を検証したが、学校規模を原因とする学力の関係性は確認出来なかった。兵庫県教育委員会や文部科学省の集計結果を見ても分析出来ない。
　　　　その他の文献を調べてみたが、学力は家庭環境や地域性など、様々な要因が輻輳することから、学校規模だけで学力に影響を及ぼすのか、具体的な検証結果が出ないとの考え方が主流を占める。
　　　　したがって、何らかの相関関係があるのか、ないのか、そのものが分からない。
　　　　ただし、学校の統合によって生じる学力への影響は、通学距離が遠くなることによって、家庭学習の時間が短くなる場合には、その範囲内で学力は低下するとの学説がある。ただし、これも家庭環境等の影響を大きく受けることから一概に言えるものではないとしている。
　　　【意見・質問】
　　　ア．学校統合によって、自宅から学校が遠くなる子もいれば近くなる子もいる。
　　　イ．通学距離が遠くなることが問題となる訳ではない。中学生では、時間があると何か問題を起こすなど、危惧するところがある。下校に、多少、時間がかかっても良いのでは。
　　　ウ．田舎での話。家の近くに学校があったが、廃校になった。その地域が暗くなったような気がする。地域に小学校があると活気がある。
　　　エ．人数が少ないと学力は上がると思っていた。何が良いのか分からない。ただ、大規模校は課題があると思う。
　　　オ．大規模校は、休み時間などに運動場を走り回ることも出来ない。プールもほとんど入ることが出来ない状態。大規模校よりも小規模校の方が良い。
　　　　　光明小学校も、昔は子どもの数が多かったが、プールの時間は待ち時間が多かった。
　　　　　小規模校の先生の負担は増えるが、人が育つ環境になり、先生の良い経験の場になっているのでは？
　　　カ．統合によって、通学距離が遠くなると、登下校の安全面に課題が生じる。
　　②中学校区の再編の経過
　　　【説明】
　　　　レジュメの通り
　　　【意見・質問】
　　　ア．高司中学校から、一部地域を宝塚第一中学校に変更した時、地域に相談がなかった。校区を変更する場合は相談してほしかった。そんな経験をしている。
　　　イ．昨年度、福井町には小学6年生が1人だけであったため、光明小学校から高司中学校へは1人だけの進学であった。高司中学校は、高司小学校と末成小学校の児童が進学するなか、光明小学校からは1人だけであった。
　　　ウ．複数の中学校へ進学する場合、小中連携がやりにくくなるのでは？
　　　エ．校区変更については、私と夫でも意見が違う。一人一人にアンケート調査も必要では？
　　③光明小学校の学校規模に起因する課題について
　　　　教育効果の視点
　　　　学校運営の視点
　　　　コミュニティの核としての学校の視点
　　　【意見・質問】
　　　ア．人から、小規模校は税金の無駄遣いだと言われたことがある。
　　　⇒　税金の無駄遣いだとは考えていない。ただし、限られた財源をどう配分するのか、いつも課題意識は持っている。公共施設としての学校の維持管理には、１校当たり相当額が費やされている。そう考えると、この適正規模・適正配置でしっかり考え方を整理する必要がある。
　　　イ．説明会を開く予定はあるのか？
　　　⇒　途中経過を説明する必要があれば、或いは、広く地域や保護者にもお知らせし、ご意見を聞く必要がある場合は、説明会なり公聴会を開くことも考えられる。それもこの委員会で審議したい。
　　　ウ．良元小、光明小、末成小と３校が続いている。良元小、末成小の２校から光明小にも来てもらっては？
　　　　　そうしてでも、光明小は残してほしい。
　　　エ．校区を広げてほしい。
　　　オ．光明小学校では、遅くまで電気が点いている。遅くまでかかるのか？
　　　⇒　早く帰られせたいが、遅くなっている。時期的なものもあるが。
　　　　　光明小学校の場合、生徒指導は１人だけど、大規模校には複数人いる。教科担当も複数の教科研究が必要となる。ただし、こういった環境から、新任であっても、色んな経験ができる。
　　　カ．隣接する良元小学校も末成小学校も、あまり規模が大きくないので、校区を編入することは難しいのでは？
　　　キ．教師の配置方法を考え直した方が良いのでは？大規模校に教師が集中することなく、バランス良く配置すべき。
　　　ク．コミュニティは学校を中心としているため、学校がなくなると混乱する。残してほしい。
　　　ケ．いじめは心配。でも、光明小学校は人数が少ないので、保護者も子どもみんなの名前を知っているので、いじめは少ない。街を歩いていても、子どもに出会うと、どこの誰かすぐに分かる。
　　　コ．小規模校は、人との触れ合う機会が少ないことは事実。それは、中学校へ進学してからでも遅くないと思う。デメリットには感じない。
　　　サ．小規模校は、先生との距離も近いので、何かあったときに、すぐに対処できるメリットがある。
　　　シ．校区まつり、家族運動会などは、光明小学校の開校当時から続いてきた。こうした取り組みを通して地域のつながりを育んできた。
　　　　　自然災害があった時など、普段からのつながりが重要となる。
　　　ス．税金の無駄遣いとならないようにもしなければならない。
　　　セ．基礎は児童数だと思う。財務省が、児童生徒数が減少しているのであれば、教員の数を減らすと言い、文部科学省と対立している。
　　　　　実際には、あまり減っていないのでは？
　　　ソ．大規模校では避難にも時間がかかる。運動場も人で埋め尽くされている。避難する時も小規模校には課題がない。
　　　タ．結論は、この適正化委員会で出すのか？手順の話になるが、どこで決まるのか？
　　　⇒　検討委員会で決まる訳ではない。最終的には教育委員会の会議で決定するが、その間に教育環境審議会という諮問機関に審議を委ねる。適正化検討委員会、審議会、教育委員会の順となる見込み。
　　　チ．いつまでに方向性を示さなければならないのか？日程的にも。
　　　⇒　一端は年度末に一定の方向性を示すことができればと思う。これは結果が出なかったとしても、中間報告としてまとめたい。次年度以降、この中間報告に基づき、継続して審議することも視野に入れている。
　　④次回の日程
　　　　平成29年(2017年)1月25日(水)午前10時～
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